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研究者は，自らのキャリア形成と共に，研究データを組織化し，研究成果を上げて，さらには，研

究データを活用し，研究成果を社会実装する，という緩やかな循環をつくることになる．したがって，

研究データの組織化と活用は，自らがいかに，どのような研究成果を上げて，研究コミュニティに貢

献し，研究者として生存していくかを構想する上での重要な論点の一つとなる．また，研究成果の社

会実装を目指す上でも，研究データの組織化と活用は，外せない論点の一つである．本発表では，

私がこれまでに行ってきた起業家との対話の逐語記録の作成と蓄積を事例に，研究データの組織

化と活用の取組みを紹介する．事例の紹介にあたっては，起業家との対話の逐語記録の作成と蓄

積についての現状と課題を提示する． 

As researchers develop their careers, they will create a gradual cycle of organizing research data, 
producing research results, utilizing the research data, and implementing the research results in society. 
Therefore, the organization and utilization of research data are the most critical issues to consider 
when envisioning producing research results, contributing to the research community, and surviving as 
a researcher. In addition, the organization and utilization of research data are some of the issues that 
cannot remain unanswered when aiming for the social implementation of research results. In this 
presentation, we will introduce our approach to the organization and utilization of research data, using 
as a case study the creation and accumulation of verbatim records of dialogues I have had with 
entrepreneurs. Furthermore, this presentation will present the current status and challenges of creating 
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and accumulating verbatim records of dialogues with entrepreneurs. 
 
キーワード: 起業家との対話の逐語記録, テクスト, 構造化, 公共化 

Verbatim records of entrepreneurial dialogues, Text, Structurization, Publicization 

 

1 はじめに 

本発表では，私がこれまでに行ってきた

起業家との対話の逐語記録の作成と蓄積

を事例に，研究データの組織化と活用の取

組みを紹介する．なお，本発表における起

業家は，事業機会を探索，発見，創造する

と共に，自らが認識した事業機会を実現す

るための資源を探索，発見，創造する人び

とを指す[1]．また，筆者の研究上の関心

は，ベンチャー企業の創業期の起業家の省

察プロセスを明らかにすることにある

[2][3]．ここで省察とは，行為の意味を吟

味することである[4]． 

 

2 起業家との対話の逐語記録の作

成と蓄積についての現状 

2.1 起業家との対話の逐語記録 

私は，一人の起業家と2011年4月に対話

を「ことばの交換」と名づけて、開始し，

現在までにその同一の起業家との対話を

49回実施してきた．また，これからも継続

予定である． 
2012年3月に実施した第10回「ことばの

交換」以降，この対話で起業家と私が話し

たことは，ICレコーダーで録音し，その後，

文字に起こし，逐語記録として保管されて

いる．ICレコーダーを使用する以前の対話

については，起業家の発言をノートパソコ

ンでタイピングしたものが逐語記録とし

て保管されている． 

私が起業家と対話し，その逐語記録を作

成し，蓄積してきた理由は，起業家との対

話の逐語記録が「ベンチャー企業の創業期

の起業家は何を考え，何を行い，いかに意

思決定しているのか？」という問いに答え

るための資料になると考えたからである．

さらに，起業家との対話の逐語記録の作成

と蓄積にコミットしている私自身の関心

を一言で表せば，「組織の前の組織」にな

る．組織は，「2人以上の人々によって担

われた，意識的に調整された活動や諸力の

システム」と定義され，人間，物的システ

ム，社会的システムと共に，協働システム

を構成する[5]．この協働システムのサブ

システムとしての組織がつくられる過程

に興味を持ったわけである． 
 

2.2 起業家との対話の逐語記録の構造

化 

私が作成し，蓄積している起業家との対

話の逐語記録は，起業家の省察についての

テクストであり，ログデータである．逐語

記録は，一方で，「広義の言語（記号）で

語られたもの，あるいは書かれたもの」

[6][7]であり，他方で，確かに取得時点で

十分に構造化されていない，大量のノイズ

が含まれる人間の自然な行動記録となっ

ている[8]． 
とは言え，私は，調査初期の時点におい

ても完全に構造化されていない，ノイズば

かりのログデータを取得しようと思って

いたわけではない． 
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起業家との対話の逐語記録をいかに構

造化するかを検討し，調査初期の時点で起

業家との対話の逐語記録を構造化する手

順を定めた[9]．また，対話での起業家の

発言と研究者として対話に参加する私の

発言の記録が，起業家の省察についてのテ

クスト，ログデータになり，かつ，「起業

家の省察を研究する私」についてのテクス

ト，ログデータになると見据えていた[10]． 
 起業家との対話の逐語記録の構造化に

あたっては，「カード法」と「質的研究に

おける対話的モデル生成法」を参照した

[6][7][11]．これらの方法を参照したのは，

テクストとしての逐語記録を構造化する

ためである．ログデータとしての逐語記録

の構造化には，別の方法が必要となる．テ

クストとしての逐語記録を構造化してい

こうとする場合，私が取組んでいる一連の

研究は，質的研究，もしくは，ナラティヴ

研究と見なされることになる[12]．ログデ

ータとしての逐語記録を構造化していく

ならば，その一連の研究は，量的研究，も

しくは，実証研究と見なされることになる

だろう． 
テクストとしての起業家との対話の逐

語記録の構造化については，基本的な手順

を以下に示せる．文字起こし，校閲（音声

記録と文字起こしされた逐語記録の照合），

切断（意味内容のまとまりで段落を分け

る），見出し（段落ごとに見出しをつける）

の4つの作業である．文字起こしと校閲の

作業で作成される逐語記録が一次テクス

ト，切断と見出しの作業で作成される逐語

記録が二次テクストである． 
 見出しは，まず，起業家が実際に用いる

言葉でつけるようにした．その上で，さら

に，「研究者である私」の言葉で見出しを

つけたり，逐語記録の構造化を行う中で気

づいたことを記入したりすることもあっ

た．資料1は，二次テクストの例である． 
 

資料1 二次テクストの例：第11回「ことばの交換」の133枚目のカード 
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2.3 起業家との対話の逐語記録の公共化 

テクストとしての起業家との対話の逐語

記録は，構造化するだけでなく，公共化して

いく必要がある．逐語記録を公共化するのは，

対話的省察性を担保するためである[6][7]． 
対話的省察性は，「自己のテクストや解釈

を，対話的に『公開』し，互いのテクストを

『読む』『交換する』『読み直す』作業を通

じて，ズレや相違や変化プロセスを含みなが

ら『公共化』すること」を目指すための基準

である[6][7]．質的研究における対話的省察

性は，量的研究における信頼性の基準に相当

する[6][7]．科学の基本である再現可能性を

担保しながら，質的研究の良さである意味の

ある違いや変化を重視するために，私たちは

対話的省察性の基準を採用する[6][7]． 
起業家との対話の逐語記録の公共化につ

いて，私が工夫したことや，現時点でできて

いることを以下で紹介する． 
まず，起業家との対話は，私が依頼するの

ではなく，起業家からの打診があって，実施

することにしている．また，対話の実施や逐

語記録の作成については，顧問契約を締結す

るなど，対価を受け取るようにしている．対

価を受け取ることで，起業家は自らの起業活

動の一環として，自らの実践をより積極的に

省察するようになる． 
 起業家との対話の逐語記録の公共化は，現

時点で次の2つのレベルで行われている．第

一に，対話の参加者である起業家と私の範囲

での逐語記録の共有に伴う公共化である．各

回の対話の実施後，一次テクストと二次テク

ストを作成し，起業家へ送付する．この逐語

記録（一次テクストと二次テクスト）と音声

記録のファイルは，起業家と私はいつでもア

クセスできるように，クラウドストレージに

アップロードされている． 

 第二に，研究論文の執筆や公刊に伴う公共

化である．起業家との対話の逐語記録を用い

て，研究論文の執筆を行うには，一次テクス

トや二次テクストから三次テクスト（例：分

析ワークシート），四次テクスト（例：事例

記述），モデルを生成することになる．モデ

ルは，「現象を相互に関連づけ包括的にまと

めたイメージを示すと共に，そのイメージに

よって新たな知活動を生成していくシステ

ム」と定義される[13]．研究コミュニティに

おける査読をクリアし，研究論文を公刊する

ためには，例えば，起業家の省察プロセスに

ついての分析を行い，事例記述をし，モデル

を生成し，既存の理論と比較することで学術

的な貢献を示す必要がある．研究論文の執筆

や公刊に伴い，起業家との対話の逐語記録は，

学術雑誌のエディター，レフェリー，読者に

限定的ではあるが，共有されることになる． 
 

3 起業家との対話の逐語記録の作

成と蓄積についての課題 

 本節では，起業家との対話の逐語記録の作

成と蓄積についての課題を提示する．なお，

ここでの課題は，本研究プロジェクトの構想

と前節で提示した現状を踏まえて，共同研究

と研究資源アーカイブ化についてのものを

挙げる． 
 

3.1 共同研究 

 最初の課題は，共同研究に伴う起業家との

対話の逐語記録の構造化と公共化に関わる． 
私は，共同研究者にテクストとしての起業

家との対話の逐語記録を共有し，共同研究者

が彼ら彼女ら自身の関心で逐語記録を読み

込んでくれることを希望している． 
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しかしながら，彼ら彼女ら自身の関心と逐

語記録をつなげることは，以下の2つの点か

ら難しいようである． 
 まず，事象の帰結が明らかではないこと

（かつ，膨大な量の逐語記録があること）に

起因する．起業家との対話は，継続中であり，

また，起業家は，現在も起業活動を継続して

いる．したがって，例えば，経営学分野の研

究者が多く用いるインタビュー調査（例：帰

結が明らかになっている事象の因果関係に

ついての見通しを持った上でのインタビュ

ー調査）の手順と対話の逐語記録を読み込み，

研究成果にまとめていく手順は，微妙に，か

つ決定的に異なるようである．こうした違い

を踏まえて，共同研究者と私の役割分担を微

調整したり，研究成果にまとめる手順を提示

したりする必要があるだろう． 
 次に，共同研究者が，起業家と私の対話（す

なわち，相互行為）に参加していないことに

起因する．起業家と私の対話は，10年以上，

継続している．したがって，この対話で重視

している価値観や前提，起業家の価値観や前

提，私の価値観や前提は，起業家と私の間で

相互に了解されてしまっている．さらに，私

は，これまでの対話の経験から起業家の価値

観や前提，および，状況や文脈の変化に敏感

に対応する必要性を感じている．共同研究者

は，当然，こうした私の価値観や前提と異な

るものを有しているだろう．共同研究者と私

の違いを克服するためには，何らかの協働モ

デルが必要になる． 
 

3.2 研究資源アーカイブ化 

次の課題は，研究資源アーカイブ化に関わ

るものである． 
私たちが作成し，蓄積してきた対話の逐語

記録は，企業者史や経営史の研究資料となる

可能性もあるだろう． 
対話の逐語記録を研究資料として同時代

や後世に生きる人々へ伝承，継承するために，

クリアしなければならないことも多い． 
例えば，研究資源アーカイブ化についての

合意を起業家や関係者といかに形成するか

である．対話では，起業活動に関わる深い省

察が行われているため，逐語記録を公開する

ことで，起業家や関係者にネガティブな影響

を及ぼすことが想定される．公開に向けて，

どのような加工をすればいいのかなど，詳細

についての検討を重ねる必要がある． 
また，研究資源アーカイブ化に伴う作業や

研究資源アーカイブ化後のメンテナンスや

諸々の対応にどれぐらいの費用がかかるか

も検討する必要がある． 
 

4 おわりに 

 研究データの組織化と活用は，研究戦略の

根幹と関わる． 
研究者は，自らのキャリア形成と共に，研

究データを組織化し，研究成果を上げて，さ

らには，研究データを活用し，研究成果を社

会実装する，という緩やかな循環をつくって

いく．したがって，研究データの組織化と活

用は，自らがいかに，どのような研究成果を

上げて，研究コミュニティに貢献し，研究者

として生存していくかを構想する上での重

要な論点の一つである．加えて，研究成果の

社会実装を目指す上でも，研究データの組織

化と活用は考慮しなければならない． 
研究データの組織化と活用については，私

たち研究者が一人一人，自らがいかなる研究

戦略を構想し，研究活動を遂行するかを問い

ながら，これからも考えていかなければなら

ない． 
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